




























































































































































































































































































































































































































































































































































































料理 喪家の台所で隣組の女性が 喪家の台所で隣組の女性が 喪家の台所で隣組の女性が支
支度する。 支度する。 度する。
献立は隣組に任せる（基本と
なる献立は組長が持ってお
り，季節によって変わる）。
野菜は組で持ち寄る。 野菜は組で持ち寄る。 野菜は組で買う。
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④一 ・葬式の後
　葬式が終わった後，当日の儀礼としては，「念仏」（百万遍）がある。2011年の事例では，葬式の後，
公民館に親族および隣組の組員が集まり，鉦を叩き，数珠を回しながら，1時間ほど念仏を唱えた。
20人ほどが集まったが，隣組は予め念仏までの食事を用意しておく。念仏を行うのは葬式の後だ
けだが，年に1度，春の彼岸に練習をする。こうして，念仏は世代を超えて継承されている。なお，
時沢には十数年前まで法印がいたのだが，その当時は念仏に使う数珠は法印に預けられていた。し
かし，法印が時沢からいなくなった後は，数珠は公民館に保管してある。
　ちなみに，『東置賜郡史』では，念仏を「親族が円陣を作って大数珠を廻し音頭を取る者が中央
で鉦を叩きながら南無阿弥陀仏の名号を，哀調に富んだ曲節で繰り返えし唱えて死者の冥福を祈る」
と説明した後で，「浄土宗の勢力が各宗派に浸潤していることが窺われる」と述べている。時沢の
住民はあらかた，山竜山慈眼院か，青松山瑞岩寺か，高畠山貞泉寺のいずれかの檀家であり，こ
れらの寺院は全て曹洞宗である。置賜地方では全体的に曹洞宗が多く，1961（昭和36）年に出さ
れた資料によると，置賜地方の計368の寺院のうち，曹洞宗の寺院は173ヵ寺と，47パーセント
を占めており，次いで多いのは真言宗で97ヵ寺（約26パーセント，うち，醍醐派33ヵ寺，智山
派13ヵ寺，豊山派51ヵ寺）で，浄土宗は18ヵ寺（約5パーセント）であった［東北文化研究室
1961年，1］。ついでに山形県内をみると，村山地方では計585ヵ寺のうち浄土宗寺院が72ヵ寺（約
12パーセント）と比較的多いものの，県全体では1491ヵ寺のうち浄土宗寺院は119ヵ寺（約8パー
セント）に止まっている［東北文化研究室　1961年，135］。なお，二井宿でも，葬式の後に念仏を
唱えることが確認されている［奥村　1969年，30］。
　香典返しについては，時沢では，原則として集落の人たちへの香典返しをしないことになってい
る。かつて時沢での香典は米で，喪家との関係によって米の量も計られたが，1935（昭和10）年
ごろを境に，現金に変わっていったという［国立歴史民俗博物館　1999年，306］。さらに葬儀社が入っ
てくると，香典返しとしてお茶が用いられるようになる。現在でも集落内の人へは香典返しをしな
いが，他所の人には葬儀社が扱うお茶を利用することが多い。
表6　葬式後
1971年の事例 1997年の事例 2011年の事例
念仏 念仏供養を葬式の後で行 念仏供養を葬式の後で行
う。 う。
数珠は時沢に住む法印の家 数珠は時沢の公民館に保管
に保管されている。 されている。
香典返し 香典返しはしない。 時沢集落の人への香典返し
お茶などを渡す場合がある 葬儀社が取り扱うお茶を香 はしない。
（葬儀社が入ってから多く 典返しに渡す。 その外は葬儀社が扱うお
なった）。 茶。
四十九日 近親者が集まり墓参。
1升の餅を摘き，49個にち 餅を餅屋につくってもら 餅の習慣はない。
ぎって食べる。 い，仏前に供える。
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　時沢における土葬は，武田正が調査した1971年の事例が，最後の（あるいは極めて最後に近い）
事例であったと思われる。その事例では，土葬ながらも，従来の旧墓地ではなく，新墓地に遺体
が埋葬されている［国立歴史民俗博物館　1999年，311］。高畠町の現在の町営火葬場は，1988（昭和
　　　　　　　　　　　（11）
63）年4月に開設されている。現行の「高畠町斎場の設置等に関する条例」は1988年3月24日に
制定され，4月1日から施行されているが，それに伴い，1968（昭和43）年12月に制定された「高
畠町火葬場条例」（旧条例）が廃止されている［高畠町　昭和63年3月24日条例第5号］。このことから，
1968年から1988年の20年間，別の町営火葬場があり，町民に利用されていたことがわかる。これは，
「火葬は時沢地区では昭和40年代に入って行われるように」なり，かつまた，「町の火葬場は従来
薪で行っていたが，新火葬場が重油で行うようになった」という武田の報告にも合致する［国立歴
史民俗博物館　1999年，329］。
　ところで，時沢には集落内に複数の墓地があるが，武田はそれらを便宜的に，「古墓」，「旧墓地」，「新
墓地」と呼び分けていた［国立歴史民俗博物館　1999年，335］。古墓は集落内の複数ヵ所に民家に隣
接するかたちで設置されている。これらは，各家が銘々で使用していた墓（墓地）であり，3つの
墓地の中では最も古い。その後，おそらくは共葬墓地の選定が明治政府によって指示されることに
　　　　　　　　　（12）
伴ってだと思われるが，時沢集落の共葬墓地として，旧墓地が設置されたのであろう。ちなみに，
この墓地の土地は，所有権保存のために1969（昭和44）年に登記されているが所有者は高畠町で
ある。旧墓地は，2010（平成22）年3月をもって閉校した時沢小学校の南，丘の斜面に西面して
つくられている〈写真3＞。この旧墓地の丘の南の斜面に，新墓地がある〈写真4＞。新墓地につい
ては，1974（昭和49）年に地目が山林から墓地に変更されているため，その時期に新設されたと
思われる。この時期は時沢における火葬の普及と重なるため，おそらくは，火葬用の墓地として新
設したのであろう。ちなみに旧墓地には石塔墓も複数立っているが，土葬の痕跡が今なおところど
ころに確認でき，中には寝棺を用いた土葬の跡もある〈写真5，6＞。なお，この他にも，集落内に
は「フルラント」または「ランバ」と呼ばれていた墓があったというが，道路の新設に伴い，撤去
されている。
写真3　時沢の旧墓地
　　　（2013年9月6日撮影）
写真4　時沢の新墓地
　　　（2013年9月6日撮影）
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写真5　1日墓地に残る土葬（上饅頭）の跡
　　　（2013年9月6日撮影）
写真6 旧墓地に残る土葬（寝棺）の跡
（2013年9月6日撮影）
おわりに
　時沢における葬送墓制は，武田正が調査した当時から，幾つかの点に変化がみられた。湯灌の省
略や，死装束・葬具の外注化（作製するものから購入するものへの変化）のように，外在的サービ
スの充実による仕事の軽減もある。以前は喪家と隣組で役割が分担され，葬儀が執り行われたが，
現在では，葬儀社が占める比重が圧倒的である。また，湯灌から清拭への移行には，遺体を「きれ
いにする」ことの意味合いの変化を読み取ることもできよう。加えて，穴番の形骸化や通夜と入棺
の逆順化のように，火葬が普及したことに伴う変化もある。火葬骨の埋蔵に多くの人員は不要となっ
た。火葬される遺体は埋葬のためのスペースを気にすることもなく寝棺に入れられ，棺に入った遺
体に対して，通夜が行われる。入棺については，同時に，葬儀社のサービスに組み込まれて変化し
た点も見受けられる。病院で清拭された遺体を棺に納めるのは，もはや遺族の役割ではなく，葬儀
社のスタッフへと移譲されている。さらに，火葬の普及は埋葬の方法を変え，また，墓そのものも
変えている。火葬された骨を埋蔵する墓は，予め立てられた石塔の下に，カロウトと呼ばれる空間
が設けられたものに変わった。火葬における墓への焼骨の埋蔵は，カロウト内部に焼骨を納めるだ
けになった。この簡便さゆえか，埋蔵の手法は土葬における埋葬の方法ほどには洗練されてはおら
ず，骨だけを納めるか，骨壷ごと納めるかといった違いも区々に生じている。もっとも，墓や墓地
に変化をもたらしたものは葬法の変化のみではなく，墓・墓地，死体に関わる政策や衛生観念にお
ける変化にも要因を求めることができる。時沢で使用されてきた古墓は住居に隣接するものであっ
たが，おそらくは明治期に墓は旧墓地に設置されるようになった。集落内の住居から離れた一カ所
に旧墓地を設置する決定は，共葬墓地に関わる行政に起因するものであろう。こうした種々の要素
が複雑に交錯し合うところに，葬送墓制習俗の動態が生じているのだと言えよう。特に「死」の問
題には様々な禁忌や規則や慣習が付帯していることも重要である。それは明確な規範性を伴うもの
である。一方で，刻々と変化する状況は，実践者の任意を反映させやすくもある。言わば，斯くあ
るべしという規範と，実際の行為との閲ぎ合いにおいて，習俗の変化が立ち現われてくるようでも
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ある。
　ところで，人々の信仰を把握する上で，楠正弘は，ある極ともう一方の極の間を揺れ動く動態に
注目し，そこに「庶民信仰」をみていた［楠　1984年，15－17］。こうした極には，呪術的／宗教的，
世俗的／非世俗的，経験的／経典的，機能的／非機能的といった性質のものが想定されている。こ
こでいう「呪術的」とは，「合理的行為によっては充足できそうにないと思われる欲求を満足させ
るために，人間や自然よりも，はるかに強力な力をもっていると思われる人格の力をかりて，その
目的を達成しようとする精神的・身体的作用」であり，他方の「宗教的」とは，「呪術作用が否定
され，超越された」，いわば「究極的状態」である［楠　1984年，12－13］。よく知られているように
ウラジミール・ジャンケレヴィッチによって「死」は人称別に論じられているが［ジャンケレヴィッ
チ　1978年，24－36］，それを援用するならば，葬送儀礼の場は，正に「第2人称の死」（「あなた」
の死，近親の死）に関わるものであると同時に，「第1人称の死」（「わたし」の死，予感的死）へ
の接近も極めて顕著となるところである。死亡した近親者を見送ることは，いつか見送られること
になる自分を予感させることでもあろう。言わば，葬送儀礼は「呪術的」であり，かつ「宗教的」
な場面である。そして，そうした場における，極から極への揺らぎこそが，習俗に変化をもたらし
つつも，それをヴィヴィッドな実践として持続させる原動力の一つになっているのではないだろう
か。
　葬儀社の台頭により，機能的・合理的な極と非機能的・非合理的な極との揺らぎは活発になる。
また，葬送という非世俗的「彼岸」に関わる行為であるが，地域の共同体や葬儀社という世俗的「此岸」
の要員が不可避的に関わるものでもある。時沢における火葬場の利用について，武田は，「自動車
の普及，道路の整備，除雪車の導入」といった世俗的要素である交通の発展に，その成因をみてい
る［武田　2002年，90－91］。またあるいは，先にみたように，「念仏」については「浄土宗の勢力が
各宗派に浸潤している」ことが，その成立と持続の要因となっているかのような記述もある。しかし，
時沢における実態をみると，浄土宗という宗教的・経典的極ではなく，むしろ，もう一方の呪術的・
経験的極へ振れるところにおいて実践されている。「念仏」の宗教的教義は意識されず，それが一
般に行われてきたものであるため，定期的な練習も欠かさず，今に継承されているのである。武田
は，現在の葬儀は，村共同体から葬儀社と喪家へと移行していることを指摘している［武田2002年，
91］。こうした移行も，ある極から片方の極への単一的な動きではなく，村と家との間を，その時々
の落し所を探りながら揺れ動くものである。また，村から家への移行は全てにおいて完了しているの
ではなく，例え形骸化していても，隣組は残り，そして穴番という火葬とは無関係になった役目でさ
えも残されている。また，今回の調査では，特に料理については隣組に期待するところが大きいこ
とも明確に語られていた。このような現状にあって，変化するものとしないものを丁寧に精査する
視点も，今日の葬送儀礼についての研究では求められている。多様な選択肢に直面したときに，採
択するものとしないものを選択することは，変化に対しても，また，持続に対しても，選択者が自
覚的になることを要求する。そうした自覚があるからこそ，変化や持続は再生産されるのであろう。
　現代日本の葬送儀礼における実際をみると，もちろん時沢の事例も例外ではなく，葬儀社の参入
による画一化・規範化が進んでいるように思える。葬儀の実践における地域的・時代的差分を縮小し，
規格化されたサービスを提供する様は，敷桁して解釈すれば，教典的でさえある。同時に，隣組の
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ような地域的相互扶助も活発に機能している側面もあり，それはむしろ経験的である。また，死者
と生者の紐帯である葬送儀礼には，地域の生者同士の紐帯としての在り様が依然持続していること
も確認できる。こうした現状にあって，人々の自発的動態的揺らぎが，これからの葬送墓制の習俗
にどういった変化を生み出していくのか，今後も同時代的な調査が求められよう。
【謝辞】
今回の調査を行うにあたって，時沢の区長である大塚常夫氏夫妻，ならびに，
り，多大な御協力と御教示をいただいた。末筆ながら，記して感謝申し上げる。
竹田秀一氏夫妻よ
註
（1）－2010（平成22）年の国勢調査による（平成24
年12月11日公表）。
（2）－2010（平成22）年の国勢調査による。なお2
世帯が非就業者世帯である。
（3）一時沢の区長である大塚常夫氏より2013（平成
25）年3月12日に，そして2011（平成23）年の葬儀で
喪主を務めた竹田秀一氏と夫人の艶子氏より2013年3
月17日に，それぞれ話を伺った。
（4）一『東置賜郡史』は，1973（昭和48）年に名著
出版より復刻版が再版されており，本稿では再版された
ものを参照・引用している。
（5）一『置賜の民俗』第3号所収の「山形県東置賜郡
高畠町二井宿の民俗調査」は「経済・社会伝承⊥「年中
行事」，「通過儀礼」からなり，それぞれ武田正，江田忠，
奥村幸雄が執筆している。葬式については，「通過儀礼」
に記述があり，本稿ではこれを参照している。なお，二
井宿は時沢の南東にあって，宮城県との県境に接してお
り，宮城県と山形県とを結ぶ街道の一つである七ヶ宿街
道（二井宿道路，現在の国道113号）沿いに広がる集落
である。
（6）－2012（平成24）年の人口動態調査による（2013
年9月5日公表）。なお，診療所と介護老人保健施設を病
院に加えた死亡数の百分率は85．0パーセントに上ってお
り，自宅での死亡が如何にマイナーであるかがわかる。
（7）　ちなみに，時沢で土葬が行われていた当時に使
われていた墓地（旧墓地）を確認すると，坐棺ばかりで
はなく，寝棺も用いられていたことがわかる。
（8）一時沢における墓地の変遷は，家の近辺に設けら
れた家の墓地の利用から共葬墓地の利用に変わり，さら
に新設された墓地を利用するようになった。
（9）一なお，武田は，時沢ではこれが最後の土葬で
あるとも報告している［国立歴史民俗博物館　1999年，
311］。
（10）一かつての小松町。1955（昭和30）年に，中郡村，
犬川村，大塚村，玉庭村（南置賜郡）と合併し，川西町とな
る。川西町は高畠町の西に隣接している。
（11）一その後，2008年に一時休止され，改修工事され
ている［高畠町企画課　2008年，11］。
（12）－1879（明治12）年6月に，共葬墓地の選定を指示
する通達が，明治政府により出されている［内務省達乙
第29号］。
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Changes　in　Funeral　and　Burial　Cllstoms　and　Practices
in　the　Oldtama　Area　in　Yamagata　Pref㎏cture：
AFollow－up　Study　of　Tb】dzawa　in　Takahata　Tbwn
ODAJIMA　Takemi
　　　Asurvey　on　the　funeral　and　burial　customs　and　practices　of　all　the　47　prefectures　in　Japan
around　the　1960s　and　1990s　was　performed廿om　FY1997　to　FY1998．　The　results　were　compiled　and
published　as　four　survey　reports“Collection　of　Materials　on　the　Death，　Funeral　Rites，　and　Grave
Systems”by　the　National　Museum　of　Japanese　History　in　1999．　Among　them，　Tadashi　Takeda’s五eld
study　in　Tokizawa，　Takahata　Town，　Higashi　Okitama　District，　Yamagata　Prefecture，　was　used　for
comparison　with　funeral　rites　conducted　in　2011．　This　paper　presents　the　gap　between　them　over　the
apProximately　15・year　term．
　　　The　funeral　and　burial　customs　of　Tokizawa　have　changed　in　several　respects　since　they　were
surveyed　by　Takeda．　For　example，　the　washing　of　a　dead　body　by　close　relatives　was　replaced　by
bathing　by　medical　staff　at　a　hospital．　The　grave　clothes　and　funeral　accessories　that　used　to　be
prepared　by　neighborhood　associations　were　provided　by　funeral　directors．　Moreover，　the　spread
of　cremation　turned　gravediggers　into　mere　shells　of　their　former　selves，　and　although　the　body
of　the　deceased　llsed　to　be　placed　in　a　cof丘n　in　the　morning　after　the　vigil，　the　order　was　reversed．
The　increasing　involvement　of　funeral　directors，　accompanied　by　the　proliferation　of　cremation，
also　caused　some　changes　in　the　practices　of　encoffination　that　used　to　be　done　by　close　relations．
Furthermore，　the　sh近from　inhumation　to　cremation　varied　the　practices　of　burial　as　well　as七he　form
of　a　grave．　The　changes　in　graves　and　cemeteries　were　caused　not　only　by　the　abov6mentioned　sh江ts
in　funeral　customs　but　also　by　the　changes　in　the　sense　of　hygiene　and　the　policies　concerning　graves，
cemeteries，　and　dead　bodies．　These　factors　were　related　to　each　other　in　a　complex　manner，　leading
to　significant　variations　in　funeral　and　burial　customs　and　practices．
Key　words：funeral　rite，　washing　of　a　dead　body，　vigil，　cremation，　grave
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